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集める・組みたてる・読む
 ──『隔蓂記』総索引とデータベース──　　谷　晃

 
近年の朝鮮通信使研究について 李　元植

 
秀吉の金の茶室
 ──小早川隆景・吉川元長上坂記　　村井祐樹

■新企画・人文科学の最前線■

奈良女子大学21世紀COEプログラム
桑原祐子

■私のノートから■

大英博物館所蔵『猿の草紙』閲覧記　竹本千鶴
恋を探る試み──『茶道と恋の関係史』　岩井茂樹

て ぃーたいむ

特別寄稿

史料探訪㉖

胸新刊案内胸
織豊期の茶会と政治／公家と武家Ⅲ

中世日本の政治と文化／京都文化の伝播と地域社会
権者の化現／東寺百合文書　第４巻

岩倉使節団における宗教問題
増補・改訂 西村茂樹全集　第４巻

文学に見る痘瘡／眼科医家人名辞書
太宰文学の女性像／私の中の20世紀の外国映画

胸復刊案内胸
朝鮮通信使の研究／増補 蓮月尼全集

思文閣出版
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◆『隔蓂記』の総索引が刊行となりましたが、
これによって研究の幅も広がっていくと思うの
ですが……。
　『隔蓂記』の読書会は20年近くずっと続けて
いますが、メンバーはいろいろな分野の方々
で、歴史・陶器・考古・絵画・和歌などそれぞ
れの専門分野から意見が出るわけです。
　それでも今までは前後に同じようなことが出
てきても、なかなかわからなかった。しかし索
引ができて、例えば「 道  作  法  眼 」であれば、索

どう さく ほう げん

引で「山脇」という姓がわかった。「山脇道作」
は 曲  直  瀬  道  三 の弟子で、３代目ぐらいあとに臓

ま な せ どう さん

物腑分け図の山脇東洋がいるということもわか
る。索引ができたことによって、このようにい
ろいろと関連づけてわかるようになりました。
　医者はけっこうたくさん出てきます。ほかに
 半井 や武田も出てきます。これまでの医学史に
なからい

出てこなかった人も随分たくさん出てきて、医
学史においても新たな展開が期待できる文献だ
ろうと思います。
　索引には『隔蓂記』からわかる限りの情報を
付加して入れました。医者であれば小児科だと
か歯医者だとか、かなりのものがわかります。
他の分野でも同様にできる限りの情報を加える
ように努力しました。
　植物についても結構参考になるのではないか
と思います。『隔蓂記』にはいろいろな花が出
てきます。当時は園芸が盛んになった時期です
から、いろいろなところから取り寄せては植え
たりしています。
　これだけ内容量の豊富な文献史料というのは
まあないでしょうね。大きいもので言えば『 大 

だい

 乗  院  寺  社  雑  事  記 』とかあるけれども、いろん
じょう いん じ しゃ ぞう じ き

な分野にまたがって利用できるというか、貴重

な情報を提供しているというものは、『隔蓂記』
の他にはちょっとないんじゃないかと思います。
　史料のデータベース化も今年の夏で一応終了
しました。『隔蓂記』が最初の取り組みで、そ
の後日記類や芸能関係の茶・花・能などの文献
をとにかく全文入力して、15年くらい続きまし
た。かなりのボリュームのものができあがって
います。
　そのなかでも面白いのは 近衛 

こ の え

 家熙 の『 槐  記 』
いえひろ かい き

ですね。随分いろんなことが分かります。家熙
は勉強家というのかいろいろ物知りで、徹底的
に調べないと我慢ができないタイプの人間です
ね。筆者の山科道安が何かいろんなことを（家
熙に）尋ねますが、その場で即答できないこと
については必ず後で調べて、これは中国の文献
にこのように載っていたなど答えています。た
だボリュームというのか、量としてはやはり
『隔蓂記』とは比べものにならない……。
◆さまざまな分野でデータベースの蓄積と公開
が盛んですが、研究方法も変化していきますで
しょうか？
　やはり変わるでしょうねえ。極端なことをい
えばあまり図書館に行かなくなるのではないで
しょうか。学生にしろ研究者にしろパソコンの
前ですませてしまうような現象は確実に進んで
いるし、これからも顕著になってくるのではな
いでしょうか。インターネットで関連語句を拾
い出して、その史料を組み立てれば簡単な論文
であれば書けますので、そのようなやり方はこ
れからどんどん増えてくると思います。
　問題なのは、その前提として信頼できるデー
タベースそのものが整備されていないといけな
いわけです。整備されてくれば知らなかったと
ころからでも、いろんなものがどんどんわかっ

集める・組みたてる・読む
─『隔蓂記』総索引とデータベース─

谷　晃（野村美術館学芸部長）
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てくる可能性がありますね。
　歴史でいえば、未翻刻のものをとにかく翻刻
をするということがひとつの目標であり、東京
大学史料編纂所をはじめとしたいろいろなとこ
ろや人々が行ってきました。その次は翻刻史料
がどれだけデータベース化されていくかという
ことが問題になるわけです。
　ただし、データベース化するにあたっては、
いろいろな問題があります。ひとつは著作権で
す。出版権もそれに絡みますが、そういう法律
関係の問題が一方にあり、もうひとつは入力を
する際の誤入力、ミスそのものが完全にはなく
ならないだろうということです。またJIS第２
水準以上の漢字の取り扱いも重要な問題です。
◆データベースの研究成果と先生のお仕事を具
体的にお話し下さい。
　僕が書いた『茶会記の研究』というのがまさ
しくそれなんですよ。だいたい15,000件ぐらい
の茶会記をとにかく入力したんです。そこで人
だとか、使われた道具なんかをカウントして
いって、一種の統計的な処理をしました。例え
ば茶会の掛け物としては、中国の画家であれば
牧溪が№1であったとか、日本の古筆であれば
定家が№1であったとか２番目が誰であったと
か、数量・数字として出てくるわけです。こう
した作業の中から数値が何を意味しているのか
を考える手がかりがえられるわけです。
　茶会記の入力を始めたきっかけは、「人名事
典」をつくりたいと思ったのです。特に16～17
世紀くらいの“茶会記にみる人名事典”といっ
たイメージを持っていたのです。茶会記には
いっぱい人が出てくるので、人名事典をつくる
ための有力なソースというか基礎になると思っ
て、とりあえず入力してみようということから
始めたわけです。そうすると意外と人名だけで
なく結構いろいろな情報がつまっているもので
すから、いっときは面白くて入力ばかりしてい
た時期がありました。『茶会記の風景』という
本はその成果から生まれた書物で、それからさ
きにあげた『茶会記の研究』という本につなが
るわけです。
　茶会記は種類として、百数十種類ほど、茶会
数としては15,000件ぐらいはデータベース化し

たと思います。活字化されたものはおそらく全
部収め、活字化されていないものもかなり入力
しました。茶会記の現存最古の記録である天文
２年（1533）から昭和の初めの1940年代まで、
主要なものはすべて自分で入力しました。
　毎日することが大事ですね。とにかく仕事に
かかる前に30分やる、そうすると例えばひと月
で15時間、１年だと180時間になるわけでしょ
う、１年365日すべてはできませんが150時間
ぐらいは確保できます。ところが150時間をそ
のために充てようと思ってもなかなかできるも
のではありません。３年ぐらいとにかく毎日
30分から１時間ぐらい黙々と打ち続けていま
した。今でも研究論文の引用文献や消息の入力
などは日々行っています。やりはじめたこと
は、何とかけりをつけるまではやろうとする性
癖みたいなものが私にはあるようです。
　それにしても『隔蓂記　総索引』は大勢の人
の協力があって初めてできた仕事です。まず何
十人という入力する人がいて、だいたい２年半
ぐらいかかりました。そのあとも膨大な点検作
業が必要でした。この一冊の裏には本当に大勢
の人の努力の集積があるわけです。僕はいわば
とりまとめ役であって、それを何とか形として
実現するために、旗振り役として、いくばくか
の力を注いだだけです。

（2006．９．21　野村美術館にて）

たに・あきら…1944年愛知県生．1970年京都大学史学科卒
業．香雪美術館を経て、1990年より野村美術館学芸部長．芸
術学博士．
著書に『茶会記の風景』（河原書店，1995年）『金森宗和茶書』
（思文閣出版，1997年）『茶会記の研究』（淡交社，2001年）
『よくわかる茶の湯の文化』（淡交社，2005年）など．共編著
に『庸軒の茶─茶書・茶会記─』（河原書店，1997年）『茶の
湯美術館』（角川書店，1997～98年）『淡交別冊─やきもの入
門』（淡交社，2000年）『高麗茶碗　論考と資料』（河原書店，
2003年）など．

関連記事をP. 4に掲載



近世文化のルネサンス・寛永文化を縦横に検索するための必須文献

 隔  蓂  記  総索引（全1巻）
か　く め　い き

『隔蓂記』研究会 編  最新刊 
日記『隔蓂記』（全6巻）の膨大な情報をコンピューターで整理し、人名・事項・社寺名・地名の四種類の
索引にまとめる。

葛A5判・760頁／定価14,700円 ISBN4-7842-1312-0

赤松俊秀校訂　 隔  蓂  記 　全７巻　（本　篇６巻 総索引１巻）
か　く め　い き

近世文化の最重要史料、金閣鹿苑寺住持鳳林承
章自筆の日記。総索引完成を機に、総索引を含
めた全７巻セットとして復刊。

─記述内容─
後水尾院の宮廷文化／千宗旦・小堀遠州・片桐
石州・桑山一玄・金森宗和などの茶人／野々村
仁清・粟田宮作兵衛ら初期京焼の陶工／二代池
坊専好のいけばな／狩野守信・山本友我などの
絵師の活動／林羅山らの儒者／本阿弥光甫・曽
谷宗喝ら市民との親交の様子／俳諧等の文芸／
修学院・桂離宮／茶師・画商・古書画・古陶
など
葛A5判・総5,130頁／定価73,500円 ISBN4-7842-1311-2
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項目の配列はJISコード順と
し、各ページの柱に1文字目
の文字を掲載

 同時復刊！

検索の便とするため
の分類項目を示す

■収録項目■
人　　名：8,000
事　　項：8,800
社 寺 名：　550
地　　名：　500

4

別称・異称・官位官職・
寺院名・姻戚・師弟関
係・居住地などや鳳林・
校注者の誤りなどを併記
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歴
史
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
実
物
の
史
料
を
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
貴
重
な
勉
強
の
機
会
で
も
あ
り
、
ま
た
大
変

な
喜
び
で
も
あ
る
。
私
が
専
門
と
す
る
日
本
中
世
史
の
場
合
、

基
本
と
な
る
史
料
の
多
く
が
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
出
版
物
な
ど

で
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
実
物
の
史
料
を
閲
覧
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
は
は
か
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
私
は
今
回
初
め
て
の
著
書
を
ま
と
め

る
に
あ
た
り
、『
猿
の
草
紙
』
と
い
う
戦
国
時
代
の
絵
巻
物
を

実
際
に
拝
見
し
、
こ
ま
か
な
点
を
こ
の
目
で
確
認
し
て
お
き
た

い
と
思
っ
た
。

　『
猿
の
草
紙
』
は
、
滋
賀
県
坂
本
の
日
吉
大
社
を
舞
台
と
し
、

猿
を
擬
人
化
さ
せ
て
嫁
入
り
・
連
歌
と
茶
湯
・
宴
会
な
ど
の
場

面
が
描
か
れ
て
お
り
、
戦
国
時
代
の
文
化
や
風
俗
を
鮮
明
に
表

現
し
て
い
る
貴
重
な
絵
巻
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
絵

巻
物
、
一
八
〇
〇
年
頃
ま
で
は
日
本
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
が
、
一
九
〇
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物

館
の
所
蔵
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
猿
の

草
紙
』
は
、
日
本
か
ら
海
外
に
流
出
し
た
史
料
の
ひ
と
つ
な
の

で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
私
は
一
念
発
起
し
、
大
英
博
物
館
日
本
部
部
長
の

ク
ラ
ー
ク
氏
へ
メ
ー
ル
で
閲
覧
願
い
を
し
、
許
可
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
渡
英
し
た
。
二
〇
〇
五
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
当
日
は
、
ス
タ
デ
ィ
・
ル
ー
ム
と
い
う
研
究
者
の
た
め
の
史

料
閲
覧
専
用
の
部
屋
で
厳
粛
に
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
指

導
教
授
の
教
え
を
思
い
出
し
つ
つ
、
指
輪
や
時
計
を
は
ず
し
た

後
、
閲
覧
者
台
帳
に
日
付
・
名
前
・
所
属
を
記
入
し
た
の
だ

が
、
こ
こ
で
も
私
は
大
英
博
物
館
の
伝
統
と
文
化
に
感
嘆
し

た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
台
帳
、
辞
書
ほ
ど
の
厚
み
が
あ
り
、

革
張
り
の
装
幀
で
重
厚
感
た
だ
よ
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

　『
猿
の
草
紙
』
を
拝
見
し
て
、
ま
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
写
真
で

見
る
よ
り
繊
細
に
描
か
れ
て
い
て
、
猿
た
ち
が
い
き
い
き
し
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
連
歌
と
茶
湯
の
場
面

は
、
著
書
で
引
用
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
の
で
、
念
入
り
に

観
察
し
た
が
、
当
時
の
茶
会
で
使
用
さ
れ
る
道
具
は
も
と
よ

り
、
お
点
前
や
喫
茶
の
所
作
、
部
屋
の
し
つ
ら
い
に
至
る
ま

で
、
か
な
り
緻
密
に
表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
臨
場

感
た
る
や
、
思
わ
ず
絵
巻
の
世
界
に
ひ
き
こ
ま
れ
そ
う
な
錯
覚

に
陥
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ク
ラ
ー
ク
氏
が
美
術
史

的
な
視
点
か
ら
こ
ま
か
に
解
説
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
、
よ

り
深
く
『
猿
の
草
紙
』
を
理
解
す
る
一
助
と
な
っ
た
。

　
出
発
前
、
ロ
ン
ド
ン
へ
は
学
生
時
代
に
観
光
で
訪
れ
た
経
験

し
か
な
か
っ
た
た
め
、
無
事
、
閲
覧
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
ど
う
か
若
干
の
不
安
も
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
、
多
く

の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
う
え
、
南
方
熊
楠
や
マ
ル

ク
ス
な
ど
多
く
の
著
名
人
も
利
用
し
た
と
い
う
歴
史
あ
る
図
書

室
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ム
で
調
べ
物
ま
で
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
充
実
し
た
数
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
も
ク

ラ
ー
ク
氏
の
お
心
遣
い
の
賜
物
で
あ
る
。

　
こ
の
時
の
体
験
や
『
猿
の
草
紙
』
に
つ
い
て
講
義
で
話
し
た

お
り
、
多
く
の
学
生
か
ら
「
日
本
の
絵
巻
物
が
海
外
へ
流
出
し

て
し
ま
っ
て
悲
し
い
」
と
い
う
率
直
な
感
想
が
よ
せ
ら
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
私
は
、
研
究
者
に
広
く
門
戸
を
ひ
ら
い
て
い

る
大
英
博
物
館
の
所
蔵
品
だ
か
ら
こ
そ
、
熟
覧
が
叶
え
ら
れ
た

こ
と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
機
会
を
得
た
者
は
、
そ
れ
を
自
分

の
研
究
に
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
改
め
て
感

じ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
最
後
に
、
ク
ラ
ー
ク
氏
が
流
暢
な
日
本
語
を
お
話
し
に

な
っ
て
い
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

●
私
の
ノ
ー
ト
か
ら
●

大
英
博
物
館
所
蔵
『
猿
の
草
紙
』
閲
覧
記

竹
本
千
鶴

たけもと・ちづ
1970年神奈川県生まれ．國
學院大學大学院文学研究科日
本史学専攻博士課程後期修
了．博士（歴史学）学位取得．
現在，國學院大學文学部兼任
講師．

（7頁に図書案内）
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私
が
ま
だ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
十
年

前
く
ら
い
の
話
だ
。
電
車
に
乗
っ
て
実
家
に
帰
省
し
て
い
る
時

だ
っ
た
。
私
は
以
前
か
ら
谷
崎
潤
一
郎
の
文
章
が
好
き
で
、
そ

の
時
は
彼
の
エ
ッ
セ
イ
を
読
ん
で
い
た
。
読
み
進
め
る
う
ち

に
、
な
ぜ
か
「
恋
は
茶
道
の
精
神
に
反
す
る
」
と
い
う
一
節
が

目
に
と
ま
っ
た
。
た
し
か
に
、
私
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
お
茶

の
世
界
に
は
、
恋
の
世
界
と
は
無
縁
な
、
ど
こ
か
ス
ト
イ
ッ
ク

な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
日
本
文
化
全
体
か
ら
考
え
る

と
、
恋
の
要
素
が
な
い
も
の
な
ん
て
本
当
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
、
と
疑
問
に
思
っ
た
。
例
え
ば
、
和
歌
の
世
界
に
は
多
く
の

恋
歌
が
あ
る
。
能
や
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
な
ど
の
芸
能
に
も
恋
の

物
語
が
多
い
。『
源
氏
物
語
』
か
ら
西
鶴
の
も
の
、
そ
し
て
現

代
の
小
説
に
至
る
ま
で
、
恋
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
恋

の
世
界
を
含
ん
で
い
る
方
が
自
然
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
。
お
茶
の
世
界
だ
け
が
特
殊
な
の
か
。
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
、
と
直
観
し
た
。

　
今
回
私
が
著
し
た
『
茶
道
と
恋
の
関
係
史
』
は
、
タ
イ
ト
ル

通
り
茶
の
湯
と
恋
の
関
係
を
歴
史
的
に
た
ど
っ
た
も
の
で
あ

る
。
茶
書
に
書
か
れ
た
恋
に
関
す
る
記
述
を
抽
出
し
、
茶
会
記

か
ら
恋
の
掛
物
が
使
わ
れ
た
茶
会
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
茶

道
具
の
銘
に
恋
歌
由
来
の
も
の
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
を
調

べ
た
も
の
だ
。
詳
し
い
こ
と
は
拙
著
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い

が
、
こ
こ
で
そ
の
一
部
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
茶
書
に
は
恋
歌
の
掛
物
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

旨
の
記
述
が
、
寛
文
年
間
あ
た
り
か
ら
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
が

本
格
的
に
な
る
の
は
元
禄
以
降
で
あ
る
。
茶
道
史
で
言
え
ば
、

千
宗
旦
の
弟
子
た
ち
が
活
躍
し
、
利
休
百
回
忌
（
元
禄
三
年
）

と
共
に
「
利
休
回
帰
」
の
風
潮
が
強
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
。
現

在
ま
で
そ
れ
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
流
派
も
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
銘
に
つ
い
て
は
何
ら
記
述
が
な
い
。
実
際
、
和
歌
由
来

の
銘
（「
歌
銘
」）
を
持
つ
茶
道
具
で
は
、『
古
今
和
歌
集
』
や

『
新
古
今
和
歌
集
』
の
恋
歌
比
率
と
同
程
度
に
恋
歌
が
用
い
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
数
字
は
、
古
歌
が
ラ
ン
ダ
ム
に
採
ら
れ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
恋
歌
を
意
図
的
に
排
他
・
制
限
す

る
よ
う
な
意
識
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
掛
物
で
は
ま
ず

い
が
、
銘
な
ら
恋
歌
由
来
の
も
の
で
も
よ
い
と
い
う
思
想
は
、

「
恋
は
隠
す
も
の
」
と
い
う
和
歌
で
培
わ
れ
た
日
本
の
伝
統
的

な
美
意
識
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
通
常
の

茶
会
で
は
、
今
述
べ
た
よ
う
な
具
合
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
恋
歌
を
禁
止
し
て
い
た
は
ず
の
流
派
で
も
、
特

別
に
恋
歌
を
掛
け
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ど
ん
な
場
合
だ
ろ

う
。
本
書
で
は
そ
の
理
由
を
、
茶
会
の
行
な
わ
れ
た
日
時
、
歌

の
内
容
、
客
組
、
茶
道
具
な
ど
か
ら
推
理
し
た
。
一
応
私
な
り

の
答
え
は
述
べ
た
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
で
き
れ
ば
読
者
の
方

も
一
緒
に
考
え
て
推
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
余
地
は
十

分
に
残
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
恋
と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の
を
捉
え
る
試
み
は
、
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
き
、
今
私
は
恋
歌
の
通
史

を
書
い
て
い
る
。
恋
歌
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
享
受
さ
れ

て
き
た
の
か
。
そ
れ
を
歴
史
的
に
捉
え
よ
う
と
い
う
の
で
あ

る
。
恋
歌
は
、
和
歌
の
根
本
と
考
え
ら
れ
る
時
も
あ
れ
ば
、
反

対
に
淫
奔
の
媒
と
考
え
ら
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
。
そ
の
歴
史
の

襞
を
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
読
み
解
い
て
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
恋
と
は
何
な
の

か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
私
な
り
の
答
え
を
出
せ
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
る
。『
茶
道
と
恋
の
関
係
史
』
は
そ
の
第
一
歩
目

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
で
は
な
い
。
重

要
、
か
つ
不
可
欠
な
一
歩
目
で
あ
る
。
恋
に
関
心
の
あ
る
方
は

勿
論
の
こ
と
、
茶
の
湯
を
含
め
た
日
本
文
化
に
興
味
の
あ
る
方

に
は
是
非
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
一
書
で
あ
る
。

●
私
の
ノ
ー
ト
か
ら
●

恋
を
探
る
試
み
─『
茶
道
と
恋
の
関
係
史
』

岩
井
茂
樹

いわい・しげき
1969年奈良県生まれ．総合
研究大学院大学博士課程修
了．博士（学術）．国際日本
文化研究センター研究部技術
補佐員．

（7頁に図書案内）
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織 豊 期 の 茶 会 と 政 治
　　　　 竹本千鶴著 【最新刊】　
織田信長による名物茶器をしつらえた茶会の場を、従来のようにわび茶の史的変遷の一齣として見て
いくのではなく、室町殿中の座敷飾りが段階的に発展した「大名茶湯」として捉えて、中世史の中に
位置付け、織田・豊臣政権における支配構造の一側面を茶会の場を通して明らかにする。
　　　  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥内容目次  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　

第２部　織豊期における座敷飾りの展開
第１章　信長茶会における名物室礼の性格
第２章　名物室礼の奉行
第３章　豊臣政権の確立と
 「ゆるし茶湯」の終焉
第４章　織豊期の座敷飾りと「大名茶湯」

第１部　信長・秀吉所蔵の名物の歴史的背景
第１章　秀吉書状に見える
 ｢御茶湯御政道｣の再検討
第２章　名物茶器の史的変遷
第３章　織田信長による名物蒐集
第４章　豊臣秀吉による名物蒐集
　　　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　
葛A5判・494頁／定価7,875円 ISBN4-7842-1318-X

（５ページに著者エッセイ掲載）

岩井茂樹著 　　　　　　　　　　 【最新刊】

「恋は茶道の精神に反する」とされた─谷崎潤一郎の随筆にあった興味深い一節をきっかけに、恋歌
と茶道の関係を茶書や茶会記に探る。
茶会の掛物のほか、茶道具の銘に隠された「恋」を紹介し、なぜ恋歌が問題となり、また使われること
もあったのかを明らかにする。

第３章　銘の世界―隠された恋の役割
はじめに／銘研究の現状と成果／歌銘につ
いての分析／小堀遠州のたくらみ／おわり
に―銘における恋とは何か？
第４章　恋とは何か？―恋歌の本意と、千
家流茶道にとっての恋歌
はじめに／恋の語源について／恋の本意と
は？／千家が恋歌を掛ける訳／なぜ千家流
茶道は恋歌を禁じたのか／おわりに─今後
の課題と展望

まえがき―茶と恋の出会い
第１章　茶書中に見られる恋への言説
はじめに／恋歌の忌避(1) 江戸時代の茶書
／恋歌の忌避(2) 明治以後の茶書／おわり
に―恋の掛物は用いてもよいか？
第２章　恋の茶会―恋の掛物をなぜ使うのか？
はじめに／掛物に関する若干の考察―季節
感の誕生と染筆者尊重意識について／恋歌
茶会の意味／おわりに―亭主が恋歌を掛け
る時

葛A5判・232頁／定価3,990円 ISBN4-7842-1313-9

（６ページに著者エッセイ掲載）

茶道と恋の関係史茶道と恋の関係史

本能寺と信長
 藤井 學 著
本能寺の変で自刀した天下人・信長の、法華宗や茶
の湯との深い結びつきを、史料にもとづく史実と豊
富な挿話を折り込んで描く。永年、中世法華宗・文
化史研究にとり組んできた歴史家の鋭い史眼が冴え
る好著。
葛46判・230頁／定価2,310円 ISBN4-7842-1134-9

 三  藐  院  
さん みゃく いん

 近衛 
こ　の　え

 信  尹 
のぶ ただ

残された手紙から 前田多美子著
本阿弥光悦・松花堂昭乗とともに「寛永の三筆」とし
て謳われてきた近衛信尹の生涯を、彼の残した手紙か
ら読み解き、隠れた素顔を明らかにし、さらに能書と
していかに遇されてきたのか、その書とはどのような
ものであったのかを改めて考えなおす。
葛A5判・270頁／定価2,415円 ISBN4-7842-1299-X
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発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
今
年
十
月
十
四

日
に
は
、
呉
市
下
蒲
刈
町
に
お

い
て
朝
鮮
通
信
使
交
流
大
会

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
一
方
、
韓
国
で
は
、
二
〇

〇
三
年
三
月
七
日
、
釜
山
市

に
お
い
て
「
朝
鮮
通
信
使
文

化
事
業
推
進
委
員
会
」（
委
員
長
に
は
釜
慶
大
学
校
総
長
姜
南
周
氏
）
を
創
設
、
機
関
誌
と
し
て
『
朝
鮮
通
信

使
』
を
刊
行
、
こ
の
中
で
「
朝
鮮
通
信
使
研
究
の
先
駆
者
た
ち
」
と
題
し
て
、
辛
基
秀
を
は
じ
め
李
進
煕
・

姜
在
彦
・
李
元
植
・
仲
尾
宏
・
上
田
正
昭
諸
氏
と
の
対
談
が
連
載
さ
れ
た
。

　
ま
た
通
信
使
文
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
に
「
朝
鮮
通
信
使
学
会
」
を
結
成
、『
朝
鮮

通
信
使
研
究
』
創
刊
号
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
、
洪
善
杓
「
朝
鮮
後
期
通
信
使
随
行
画
員
と
日
本
南

画
」、
李
元
淳
「
朝
鮮
王
国
の
対
外
政
策
と
朝
鮮
通
信
使
の
位
相
」、
仲
尾
宏
「
朝
鮮
文
化
の
理
解
と
記
憶

─
相
互
蔑
視
か
ら
相
互
理
解
へ

─
」
な
ど
、
注
目
に
値
す
る
好
論
文
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
研
究
活
動
と
し
て
、
今
年
四
月
二
十
二
日
、
朝
鮮
通
信
使
学
会
主
催
の
国
際
学
術
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
、
筆
者
は
「
朝
鮮
通
信
使
と
韓
日
文
化
交
流
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
い
、

雨
森
芳
洲
庵
館
長
平
井
茂
彦
氏
に
よ
る
「
雨
森
芳
洲
と
朝
鮮
通
信
使
」
が
発
表
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
研
究
書
目
を
挙
げ
て
お
く
。

『
朝
鮮
通
信
使
関
係
資
料
目
録
』（
青
丘
学
術
論
集
・
第
　
集
）

21

三
宅
英
利
『
近
世
の
日
本
と
朝
鮮
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）

姜
在
彦
『
朝
鮮
通
信
使
が
み
た
日
本
』（
明
石
書
店
）

上
野
敏
彦
『
辛
基
秀
と
朝
鮮
通
信
使
の
時
代
』（
明
石
書
店
）

日
韓
共
通
歴
史
教
材
『
朝
鮮
通
信
使
』（
明
石
書
店
）

任
東
権
『
朝
鮮
通
信
使
と
文
化
伝
播
』（
第
一
書
房
）

池
内
敏
『
大
君
外
交
と
武
威
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）

田
代
和
生
『
倭
館
　
鎖
国
時
代
の
日
本
人
町
』（
文
春
新
書
）

対
馬
宗
家
文
書
『
朝
鮮
通
信
使
記
録
』
別
冊
上
・
中
・
下
（
ゆ
ま
に
書
房
）

辛
基
秀
・
仲
尾
宏
『
朝
鮮
通
信
使
の
旅
』（
明
石
書
店
）

田
中
健
夫
『
対
外
関
係
史
研
究
の
あ
ゆ
み
』（
吉
川
弘
文
館
）

（
元
近
畿
大
学
文
芸
学
部
教
授
）

新発見の通信使遺墨
１６８２年写字官李三錫（号雪月堂）
の筆跡

朝鮮通信使の研究
李　元植著 待望の復刊［10月刊］
江戸時代、日本と朝鮮の善隣外交において、その根幹をなしていた朝鮮通信使──彼
らが訪日して果たした重要な役割を政治外交と文化交流の両側面からとらえた大著。

◆内容目次◆
序　論
第１部　日朝関係と朝鮮通信使
日朝の交隣体制／朝鮮通信使の来聘

第２部　通信使行と文化交流
通信使と日本文人との交歓／詩文贈答と筆談／初期の交歓／天和度（1682）の使行
／正徳度（1711）の使行／寛延度（1748）の使行／明和度（1764）の使行／文化度
（1811）の使行
第３部　通信使の活躍
通信使の倭学訳官／淀川と通信使／通信使の往復経路／相互認識

第４部　通信使関係資料
通信使の遺墨／通信使印譜／通信使行列絵図／通信使の訪日紀行録／筆談唱和集

葛A5判・730頁／定価15,750円
ISBN4-7842-0863-1

怪回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
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近
年
の
朝
鮮
通
信
使
研
究
に
つ
い
て

　

李
　
 元
 植

　
江
戸
時
代
の
日
・
朝
関
係
は
、
豊
臣
秀
吉
の
侵
略
後
の
和
平
克
服
、
す
な
わ
ち
交
隣
関
係
の
復
旧
か
ら
始

ま
る
。
こ
の
善
隣
外
交
関
係
は
、
徳
川
将
軍
と
朝
鮮
国
王
と
の
間
で
対
等
の
国
交
を
結
び
朝
鮮
通
信
使
の
訪

日
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
初
期
の
朝
鮮
使
節
は
戦
乱
中
、
日
本
に
連
行
さ
れ
た
俘
虜
の
刷
還
が
焦
眉
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は

徳
川
征
夷
大
将
軍
の
代
替
り
祝
儀
の
賀
使
と
し
て
定
例
化
さ
れ
、
一
六
〇
七
年
（
慶
長
十
二
）
か
ら
一
八
一

一
年
（
文
化
八
）
に
い
た
る
ま
で
前
後
十
二
回
来
日
し
た
。

　
朝
鮮
通
信
使
の
日
本
訪
問
は
、
幕
府
当
局
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
諸
大
名
を
は
じ
め
町
人
や
百
姓
に
い
た

る
ま
で
、
異
常
な
ほ
ど
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
な
か
で
も
日
本
の
儒
者
文
人
た
ち
は
通
信
使
と
の
接
触
や
交

流
を
終
身
の
栄
誉
と
し
て
、
通
信
使
が
入
国
す
る
た
び
に
、
沿
道
の
客
館
に
馳
せ
参
じ
相
競
っ
て
面
接
を
求

め
、
漢
詩
の
唱
酬
に
歓
を
尽
く
し
、
書
画
の
揮
毫
を
請
い
、
ま
た
筆
語
に
よ
っ
て
中
国
や
朝
鮮
の
政
情
を
さ

ぐ
り
、
歴
史
や
風
俗
を
た
ず
ね
、
朝
鮮
人
の
著
書
や
医
薬
本
草
に
つ
い
て
疑
い
を
質
す
な
ど
、
多
く
の
佳
話

を
の
こ
し
て
い
る
。

　
一
方
、
朝
鮮
国
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
文
化
的
接
触
に
備
え
て
、
特
に
詩
文
と
書
芸
に
長
じ
た
文
才
を

選
ん
で
こ
れ
に
あ
て
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
使
節
の
訪
日
に
お
け
る
交
歓
、
す
な
わ
ち
筆
談
唱
酬
の
文
事
こ
そ
両
国
の
善
隣
友
好

を
支
え
た
基
調
と
す
る
視
点
か
ら
、
交
歓
の
実
態
を
さ
ぐ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
現
れ
る
両
国
文
化
の
異

同
、
相
互
の
認
識
な
ど
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
さ
て
、
近
年
 頓
 に
朝
鮮
通
信
使
に
対
し
て
関
心
が
た
か
ま
っ
て
い
る
。
日
韓
両
国
に
お
け
る
研
究
活
動
と

と
み

そ
の
成
果
を
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
、
日
本
で
は
、
通
信
使
と
ゆ
か
り
の
深
い
地
域
を
中
心
に
「
縁
地
連
朝
鮮
通
信
使
地
域
史
研
究
会
」

を
結
成
、
対
馬
に
お
い
て
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
二
十
八
日
に
日
韓
交
流
大
会
が
開
か
れ
、
貫
井
正
之
氏
に

よ
る
「
東
海
地
方
に
お
け
る
朝
鮮
通
信
使
の
事
蹟
研
究
に
つ
い
て
」
な
ど
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
二
〇
〇
五
年
十
一
月
十
九
日
に
は
、
岐
阜
県
大
垣
市
に
お
い
て
、
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち
全
国
交
流

会
を
開
催
、
柴
村
敬
次
郎
氏
に
よ
る
「
朝
鮮
通
信
使
苦
難
の
歴
史

─
釜
山
か
ら
大
坂
ま
で

─
」
の
研
究

悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

 オンドルと畳の国　近代日本の 〈朝 鮮 観〉
三谷憲正著 佛教大学鷹陵文化叢書９

従来「閔妃」と言われてきた肖像写真は、実は別人である
可能性がきわめて高い、という刺激的な論考をはじめ、
雑誌メディアや小説にあらわれている近代日本の朝鮮観
について、真摯な学問的良心をもって問い直す。
葛46判・232頁／定価1,890円 ISBN4-7842-1161-6

 

古代日本の輝き
上田正昭著
日本の歴史と文化を支えている「古代的精神・古代的要
素」とはなにか─広くアジア史をも視野に入れて折口
民俗学を継承する著者が喜寿の節目にまとめた一書。
葛46判・300頁／定価1,785円 ISBN4-7842-1167-5

朝鮮医事年表
三木栄著
有史以来第二次世界大戦終結までの朝鮮史料および関連
史料による医学・医療・疾病関係の事跡を年次・月次・
日次に別け列載した医事年表。典拠は全て明記。東洋医
学史の基本的文献。
葛A5判・586頁／定価21,000円 ISBN4-7842-0397-4
 

補訂朝鮮医学史及疾病史
三木栄著
本書は朝鮮医学史と朝鮮疾病史の二部構成よりなり、広
く自然科学史・本草学・獣医学さらにアジア医学史との
相互関係にもふれる大作。初版私家版は昭和49年刊。
葛B5判・650頁／定価17,850円 ISBN4-7842-0653-1
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　増 補 蓮 月 尼 全 集　
村上素道編 【待望の復刊】
江戸末期の歌人大田垣蓮月は、二度結婚するも夫の放蕩や病死、子どもの夭折など恵まれず、33歳で
出家の後隠棲生活を送ることになる。多芸で知られるがとくに作陶と和歌に才能を発揮し、同時代の
歌人たちとの交流の中で、閑雅・清新な作風を磨いていった。
本書は、蓮月の歌・消息・伝記を収めた『蓮月尼全集』（昭和２年）に、新たに発見された歌集、書画
帖（花くらべ）、消息53通を増補した昭和55年版の復刊。

葛A5判・850頁／定価12,600円　　ISBN4-7842-0182-3

増補
　和歌篇
　　蓮月歌集
　　花くらべ
　消息篇
　　書簡53通

『
花
く
ら
べ
』

画
帖

和歌篇
モノクロ口絵（５点）
海人の刈藻
拾遺
消息篇
モノクロ口絵（５点）
富岡鐵齋宛35通 他 書簡256通

伝記篇
モノクロ口絵（７点）
年譜
大田垣蓮月伝
逸事篇（「財宝は害あって益無し」他
の逸事30篇を収録）

没後220年　蕪村
逸翁美術館・柿衞文庫編
南画・俳画・嫁入手・扇面・草稿・短冊・書簡など、
新出作品もふくめ全176点を解説を付してカラーで収
録。書簡については巻末に翻刻・解説を併載。
葛A4判・210頁／定価2,310円 ISBN4-7842-1162-4

与謝蕪村筆「奥の細道画巻」 全1巻
岡田彰子解説
蕪村が敬愛する松尾芭蕉の『奥の細道』の全文を書写
し、13点の挿画を添えた自筆画巻の完全複製。
葛巻子仕立・桐箱入・FMスクリーン印刷
 ／定価136,500円　ISBN4-7842-1118-7

く ず し 字 辞 典
波多野幸彦監修／東京手紙の会編集
天皇・公家・武将・僧侶・茶人・文人などの自筆消息
からその筆跡（35,000字）を収集。著者総数400人を越
える筆跡を採集し、採字した各文字にはその人名を明
らかにし、巻末に簡単な略歴を備えた人名索引を付した。
葛A5判・1400頁／定価6,300円 ISBN4-7842-1024-5

 

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

検索！短冊。「e-短冊ドットコム」
ああああああああああああああああああああああああああああああななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気にににににににににににににににににににににににににににににに入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探ししししししししししししししししししししししししししししししををををををををををををををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手あなたのお気に入り探しをお手伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすいいたします。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

サイトのアドレスは　http:/ /e-tanzaku.com
 10月の特集は大田垣蓮月です 

こ
の
サ
イ
ト
に
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
す
べ

て
真
筆
、
こ
の
世
に
一
点
し
か
な
い
美
術
品
で
す
。

あ
な
た
が
尊
敬
す
る
人
の
作
品
、
今
の
気
持
ち
に

ピ
ッ
タ
リ
の
こ
と
ば
、
あ
る
い
は
季
節
を
飾
る
の

に
ふ
さ
わ
し
い
短
冊
が
き
っ
と
見
つ
か
り
ま
す
。

 第20回俳人協会評論賞受賞 

｢京大俳句」の成り立ち、新興俳句と日中戦争など、「京大俳句｣の盛衰を軸に、
新興俳句運動とその時代背景、俳人たちの動静と作品を紹介。読みやすい大型
活字使用。挿入図版20余点。

［内容目次］新興俳句運動の萌芽／新興俳句の金字塔「京大俳句」／新興俳句運動のうねり／日
中戦争と俳句／弾圧の嵐／広がる俳人弾圧／「俳句報国」時代／俳人略歴･俳句年表･参考文献
葛46判・298頁／定価2,415円 ISBN4-7842-1251-5

「京大俳句」の光と影新興俳人の群像
田島和生著
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神霊の音ずれ 太鼓と鉦の祭祀儀礼音楽
朱 家駿 著
祭祀儀礼に用いられる太鼓や鈴・鉦の音楽的な機能と本
質はどこにあるのか。―祭祀儀礼の音をさぐるフィール
ドワークと象形文字に発した古代漢字の分析を重ね合わ
せることによって神霊と音のさまざまなすがたを明かす。
葛A5判・196頁／定価3,675円 ISBN4-7842-1095-4

 神々の酒肴 湖国の神饌
中島誠一･宇野日出生共編
全国有数の神社王国を誇る滋賀県下の神社祭礼で供物と
して供えられる神饌100件を祭礼行事にそって紹介。鎮座
地・連絡先・アクセスなども備えた探訪ガイドブックと
もなる（カラー25点・モノクロ150点）。
葛B5判・92頁／定価3,360円 ISBN4-7842-1008-3

 

日本の通過儀礼
八木 透 編 佛教大学鷹陵文化叢書４
誕生･成人式･結婚など、人生の節目ごとに行われる通過
儀礼を通して生み出される、親族･地域における人と人の
関わりや繋がりのあり方などを多くの事例を通して探る。
葛46判・280頁／定価1,995円 ISBN4-7842-1075-X

 一宮ノオト
齋藤盛之著
全国68の一宮を巡拝した著者が、神代の由緒、古代人の
ロマン、現在の信仰の姿まで、それぞれの一宮について
イマジネーションあふれる筆致で語る。オールカラー。
葛B5判・180頁／定価2,310円 ISBN4-7842-1138-1
 

百人一首万華鏡
白幡洋三郎編
日本人の生活全般にわたって深い関わりをもつ百人一首
を、歌の解釈はもとより、選び方、カルタ、翻訳など、さ
まざまな角度から紹介。カラー図版多数。
葛B5判・196頁／定価2,520円 ISBN4-7842-1223-X

 天　神　祭 火と水の都市祭礼
大阪天満宮文化研究所編
平成14年の菅原道真公1100年祭を記念して、日本三大祭
りのひとつである“火と水”に彩られた天神祭の歴史と
すがたを豊富な図版と８篇の論考で多面的に明かす。
葛B5判・200頁／定価2,730円 ISBN4-7842-1092-X
 

京・近江・丹後大工の仕事近世から近代へ
建部恭宣著
江戸時代から明治・大正にかけての京・近江・丹後にお
ける大工の活動状況と近代化への歩みを史料の精査に基
づいて明かした労作。
葛A5判・270頁／定価5,775円 ISBN4-7842-1282-5

 棟札の研究
水藤 真 著
寺社の上棟式や大修理の際に記録として残された棟札。
国立歴史民俗博物館の調査報告書をもとに、その意味・
価値などを多方面から検討し、研究の整理と方向性を示す。
葛A5判・230頁／定価3,990円 ISBN4-7842-1243-4
 

京の鴨川と橋 その歴史と生活
門脇禎二・朝尾直弘共編
歴史都市京都のシンボル的存在である鴨川とそこに架か
る橋について、平安京以前から昭和までの様子を具体的
に明らかにし、人々の暮らしの中での意味を探る。
葛46判・250頁／定価2,310円 ISBN4-7842-1082-2

 京都 高瀬川 角倉了以・素庵の遺産
石田孝喜著
角倉了以により開削され、洛中と伏見港をむすぶ高瀬川。
運河開削の歴史をたどり、舟入や橋の変遷など、多方面
から歴史と文化のすがたを描く。図版多数。
葛A5判・250頁／定価2,310円 ISBN4-7842-1253-1

　上賀茂のもり・やしろ・まつり　
大山喬平監修／石川登志雄・宇野日出生・地主智彦編
古文書・古記録をはじめ建築や神饌などの姿・形のなかに古い神社と失われた日本文化が受けつがれ
ている上賀茂神社。平成18年３月に神社所蔵の約14,000点の文書が重要文化財に指定されたことを記
念して、同社主催の歴史文化講座の成果をまとめ、上賀茂神社をめぐる神事・歴史・文化をわかりや
すく紹介。
 第１章　もりのいとなみ（歴史編） 　平安時代の上賀茂社／源平争乱期の上賀茂社／承久
の兵乱と上賀茂社／南北朝の内乱に生きた神主と氏人たち／戦国争乱と上賀茂社／算用状
と覚書を読む／聚楽第をめぐる豊臣秀次と賀茂の氏人／賀茂別雷神社と賀茂川／社家町に
住む人々／上賀茂社と貴布祢社／明治維新と賀茂祭／明治維新期の神社と社家
 第２章　まつりといのり（文化編） 　御戸代神事と猿楽能／祭祀と神饌／遷宮と造替／一
紙にても取隠し、あるいは加筆いたし、または少しも写取まじく候 
 第３章　やしろのまかない（諸国荘園編） 　安曇川御厨と供祭人／若狭国の賀茂祭と宮河
荘／あそびたわぶれの縁／播磨国の上賀茂社領荘園／加賀国金津荘と能登国土田荘
葛A5判・412頁／定価2,940円 ISBN4-7842-1300-7
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 第 1 回　　人文科学の最前線

　
　
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、「
我
が
国
の
大
学
に
世
界
水
準
の
研
究
教

２１
育
拠
点
を
形
成
し
、
研
究
水
準
の
向
上
と
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
創
造
的
な
人
材
育

成
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
文
部
科
学
省
が
優
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
重
点
的

な
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。
奈
良
女
子
大
学
は
、
平
成
十
六
年
度
の
「
　
世
紀
Ｃ

２１

Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
革
新
的
な
学
術
分
野
）」
に
採
択
さ
れ
、
五
カ
年
計
画
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
奈
良
女
子
大
学
　
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
古
代
日
本
形
成
の
特
質
解
明
の

２１

研
究
教
育
拠
点
」
は
、
日
本
の
古
代
国
家
が
誕
生
し
た
場
と
し
て
豊
か
な
歴
史
が

息
づ
い
て
い
る
奈
良
の
特
徴
と
本
学
が
往
時
の
平
城
京
内
に
立
地
す
る
と
い
う
利

点
を
生
か
し
、「
古
代
都
市
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
古
代
日
本
の
形
成
過
程
と

そ
の
特
質
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色

は
、
考
古
学
・
歴
史
学
・
地
理
学
・
国
語
学
・
国
文
学
・
中
国
語
学
・
建
築
史

学
・
修
景
学
・
美
術
史
学
・
生
活
文
化
史
学
な
ど
、
古
代
日
本
に
関
わ
る
様
々
な

分
野
の
研
究
者
が
参
加
し
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
諸
学
問
分
野
を
統
合

し
、
東
ア
ジ
ア
史
～
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
を
中
心
と
し
た
世
界
史
的
視
野
を
持
ち
つ

つ
、
古
代
日
本
の
形
成
過
程
と
そ
の
特
質
を
解
明
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
研
究
成

果
や
諸
情
報
を
集
積
・
発
信
す
る
役
割
を
も
果
た
す
研
究
教
育
拠
点
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
幸
い
奈
良
に
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
・
橿
原
考
古
学
研
究

所
・
奈
良
国
立
博
物
館
・
正
倉
院
事
務
所
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
文
化
財
関
係

機
関
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
諸
機
関
の
協
力
も
得
つ
つ
、
様
々
な
学
問
分
野
の
研

究
者
が
垣
根
を
越
え
て
｢古
代
都
市
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
中
国
・
韓
国
・
東
ア
ジ
ア
諸
都
城
と
の
比
較
研
究
を
通
じ
て
、
日
本
都
城
と
そ

れ
ら
と
の
類
似
性
と
日
本
都
城
の
独
自
性
が
明
確
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
漢
訳
仏

典
・
万
葉
集
・
正
倉
院
文
書
・
木
簡
等
の
検
討
を
通
じ
て
、
漢
字
に
よ
る
日
本
語

表
記
と
中
国
文
と
の
類
似
性
や
相
違
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
研
究
成
果
は
奈
良
女
子
大
学
　
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
報
告
集
八
冊
に

２１

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
利
用
し
、
地
図
情
報
の
上
に
発
掘
の
成
果

や
様
々
な
情
報
を
重
ね
た
「
奈
良
盆
地
歴
史
地
理
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
」
の
構
築
に

も
取
り
組
み
、
今
後
の
研
究
や
社
会
教
育
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
の
一
つ
に
若
手
研
究
者
の
支
援
と
育
成
が
あ
り
ま
す
。

事
業
推
進
担
当
教
員
の
み
な
ら
ず
、
研
究
の
進
展
を
支
え
る
べ
き
若
い
人
材
が
多

数
研
究
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
若
手
研
究
者
へ
の
支
援
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
古
代
の
漢
字
文
献
を
読
み
解
く
た
め
の
実
践
的
講
読
会
「
連
続
講

読
会
　
漢
訳
仏
典
十
講
」（
講
師
 松
尾
良
樹
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
次
回
は
十

一
月
十
八
日（
土
）。
来
聴
歓
迎
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
研
究
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

充
実
し
た
内
容
の
研
究
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
グ

http://koto.nara-w
u.

ラ
ム
の
活
動
状
況
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
                  
  ac.jp/coe/

          ）

や
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
「
奈
良
と
古
代
」（
季
刊
）
で
広
く
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

来
る
十
一
月
十
一
日（
土
）～
十
二
日（
日
）に
は
、「
古
代
都
市
の
空
間
構
造
と
思

想
―
そ
の
現
代
的
展
開
を
目
指
し
て
―
」
と
題
し
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
会
場
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
と
奈
良
女
子
大
学
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
中
国
・
韓
国
・
イ
タ
リ
ア
か
ら
歴
史
遺
産
の
整
備
に
携
わ
っ

て
お
ら
れ
る
研
究
者
を
お
招
き
し
、
現
代
の
「
古
代
的
景
観
」
に
つ
い
て
、
実
例

を
ふ
ま
え
て
議
論
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

奈
良
女
子
大
学
　
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

21

「
古
代
日
本
形
成
の
特
質
解
明
の
研
究
教
育
拠
点
」

Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員

桑
原
祐
子



13

国際シンポジウム 笠谷和比古編

公家と武家の比較文明史
Ⅰ 文人型社会と戦士型社会　
天皇・公家・武家（村井康彦）新羅
王朝の貴族制秩序における変革の本
性─武人貴族制から官人制的貴族制
への転換の過程─（姜希雄）武官と
文官─高麗王朝における均衡状態の
模索─（E・J・シュルツ）中世盛期
の戦士貴族社会における紛争のルー
ル（ゲルト・アルトホーフ）ほか
Ⅱ 王権と儀礼
中国周代の儀礼と王権（郭斉勇）王、カリフもしくはスル
タン─1920年、シリアはなぜ王政を選んだのか─（アブ
ドゥルカリーム・ラーフェク）ローマ皇帝からビザンツ
皇帝へ（井上浩一）「礼」「御武威」「雅び」─徳川政権の
儀礼と儒学─（渡辺浩）ほか
Ⅲ 貴族とは何か
日本古代の貴族（朧谷寿）貴族とは何か─東アジアの場
合─（池田温）貴族とは何か─西ヨーロッパ中世の場合
─（江川温）
Ⅳ 封建制度と官僚制度
9～12世紀フランスにおける王権、権門、助言による統治
（イヴ・サシエ）日本中世における文人政治と武人政治
（上横手雅敬）オスマン的家産官僚制とティマール体制
（鈴木董）イングランドにおける後期封建制度─リッチモ
ンドシャーの場合─（アンソニー・ポラード）ほか
Ⅴ 思想・宗教・文化
江戸時代の政治・イデオロギー制度における神道の地位
─吉田神道の場合─（フランソワ・マセ）朝鮮時代にお
ける両班の郷村支配と郷約（李成茂）騎士道とキリスト
教（リチャード・Ｗ・ケゥパー）
葛A5判・490頁／定価8,400円 ISBN4-7842-1256-6

 公家と武家　その比較文明史的研究
村井康彦編
Ⅰ 公家と武家の諸相　天皇・貴族・武家（村井康彦）武
家社会研究をめぐる諸問題（笠谷和比古）散位と散位寮
（瀧浪貞子）後宮の成立（橋本義則）藤原道長の禁忌生活
（加納重文）九条兼実の家司をめぐって（西山恵子）地方
武士の文芸享受（源城政好）室町期武家故実の成立（川嶋
將生）中世門跡寺院の組織と運営（下坂守）
Ⅱ 貴族とは何か　漢代の貴族（大庭脩）門閥貴族から士
大夫官僚ヘ（竺沙雅章）イスラム世界における貴種（三木
亘）11～12世紀のビザンツ貴族（井上浩一）フランス中
世の貴族と社会（江川温）日本古代における「貴族」概念
（朧谷寿）貴族・家職・官僚制度（谷口昭）近衛基熈延宝
八年関東下向関係資料（名和修）
葛A5判・444頁／定価8,190円 ISBN4-7842-0891-7

公家と武家Ⅱ　「家」の比較文明史的考察
笠谷和比古編
Ⅰ 「氏」から「家」へ　氏上から氏長者へ（村井康彦）山
階寺と興福寺（瀧浪貞子）古代社会の婚姻形態と親族集
団構造について（官文娜）古代貴族の営墓と「家」（橋本
義則）平安時代の公卿層の葬墓（朧谷寿）
Ⅱ 日本社会における「家」の展開　「イエ」と「家」（石
井紫郎）イエ社会の盛衰とイモセの絆（平山朝治）延暦寺
における「山徒」の存在形態（下坂守）九条兼実における
「家」（加納重文）五摂家分立について（名和修）中世公家
と家業（西山恵子）三条西家における家業の成立（源城政
好）戦国期の公家と将軍（川嶋將生）医師の家業の継承に
ついて（杉立義一）家中の成立（谷口昭）幕末公家の政治
空間（井上勝生）
Ⅲ 外国社会における「家」の諸相　中国古代の武士の
「家」（大庭脩）北宋中期の家譜（竺沙雅章）宋代の宮廷政
治（平田茂樹）オスマン帝国における君主の「家｣と権力
（鈴木董）｢親族の賛同｣は何を表現しているのか（江川温）
葛A5判・530頁／定価9,870円 ISBN4-7842-1019-9

公家と武家Ⅲ　王権と儀礼の比較文明史的考察  【最新刊】
笠谷和比古編
Ⅰ 日本［古代・中世］  …………………………………………………………………………………………
後七日御修法から見た国家と宗教 頼富本宏
摂関期の天皇の葬送の実態 朧谷　寿
日本婚姻史の一視角─摂関家の特異性を考える─ 辻垣晃一
室町の十字架─足利義嗣と一休宗純─ 平山朝治
Ⅱ 日本［近世］  …………………………………………………………………………………………………
禁裏と二条城をめぐる政治史的表象─近世の国制と天皇─ 笠谷和比古
近世民衆、天皇即位の礼拝見 森田登代子
徳川時代の孔子祭礼 Ｊ・マクマレン
紅葉山楽所をめぐる一考察─幕府の法会と礼楽思想の関係性を中心として─ 武内恵美子
江戸時代の礼法文化と社会秩序の根拠─法制史的な立場からの再評価─ Ｍ・キンスキー
孝明天皇の死因について─毒殺か病死か─ 杉立義一
Ⅲ 東アジア  ……………………………………………………………………………………………………
高麗時代の縁坐・連坐制に関する一考察 平木　實
中国の皇帝になる方法 大庭　脩
｢皇考」をめぐる論争から見た皇権と親権─人の  後  たる者の「礼」についての中日比較─ 官　文娜

あとつぎ

清朝皇帝における対面接触の問題 谷井俊仁
Ⅳ 中東・西欧  …………………………………………………………………………………………………
天皇制とカリフ制─王権のコスモロジーの構造比較─ 三木　亘
墓所・葬儀からからみたビザンツ皇帝権 井上浩一
君主記念の施設─日仏比較史の試み─ 江川　温
葛A5判・440頁／定価8,190円 ISBN4-7842-1322-8
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 中世日本の政治と文化 
森 茂暁著 思文閣史学叢書
  10月刊 
鎌倉時代から室町時代にかけて、現存している古文書や、政治と深く関わった宗教者から、「中世日本」とはど
のような時代だったのかをひもとき、さらに『増鏡』や『太平記』、「博多日記」という記録史料など、文芸作
品からのアプローチをも試みる。中世の政治と文化を総合的に明らかにした論考15篇を収録。

 　内容目次　 
五壇法の史的研究
元亨三年十二月の「御産御祈」五壇法について
室町時代の五壇法と護持僧

─足利義持・同義教期を中心に─
【資料】五壇法修法一覧

　　第３章　政治と文芸　　
朝廷と幕府─鎌倉時代の朝幕関係と『増鏡』─
後醍醐天皇─その怨霊と鎮魂、文学への影響─
『太平記』と足利政権─足利直義の係わりを中心に─
『太平記』に引かれた文書
「博多日記」の文芸性と九州の元弘の乱

　　第１章　政治と支配　　
大塔宮護良親王令旨について
令旨の書き止め文言

─征西将軍宮懐良親王と大塔宮護良親王─
邦省親王の悲願─もう一つの大覚寺統分枝─
赤松持貞小考─足利義持政権の一特質─
足利将軍の元服─足利義満より同義教に至る─

　　第２章　政治と宗教　　
三宝院賢俊について
日記に引用された文書とその性格

─『満済准后日記』を素材として─

もり・しげあき…1949年長崎県生まれ．山口大学教授を経て1997年より福岡大学人文学部教授．文学博士．
葛A5判・480頁／定価9,450円 ISBN4-7842-1324-4

 京都文化の伝播と地域社会 
源城政好著 思文閣史学叢書
  10月刊 京都とその近郊の中・近世文化史に取り組んできた著者が、今までの成果をまとめた一書　

●○●内容目次●○●

本阿弥光悦と鷹ケ峯村
　Ⅲ　被差別民衆の諸相　

洛中洛外図にみえる河原者村について
牛馬皮と鹿皮─卑賤観のあり方の相違をめぐって─
散所の諸相

　Ⅳ　乱世を生きた人々　
近衛政家と在地の土豪・岡屋六郎
足利義昭
真木嶋昭光─流浪将軍義昭を支え続けた側近─

　Ⅰ　地域社会の躍動　
東寺領上桂庄における領主権確立過程について

─伝領とその相論─
山間庄園の生活─山城国禅定寺とその周辺─
近江国河上庄の変遷

　Ⅱ　公武の文芸交流　
小京都─領国文化論
地方武士の文芸享受─文化と経済の交換─
三条西家における家業の成立
商圏都市堺と南蛮文化

げんじょう・まさよし…1946年生まれ．宇治市歴史資料館長を経て，現在立命館大学COE推進機構客員研究員．
葛A5判・400頁／定価8,190円 ISBN4-7842-1325-2

 東寺百合文書  〔第１期全１０巻〕
京都府立総合資料館編 【年１回刊行】
総数18,000点・27,000通におよぶ国宝「東寺百合文書」か
ら『大日本古文書』未収録の「カタカナ之部」を翻刻。
第１巻（イ・ロ函１）490頁／定価9,975円 ISBN4-7842-1182-9
第２巻（ロ函２）　446頁／定価9,975円 1224-8

第３巻（ロ函３）　450頁／定価9,975円 1266-3

第４巻（ロ函４･ハ函１）450頁／定価9,975円 【10月刊】 1319-8
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  権  者 の
ごん じゃ

 化  現  ─天神・空也・法然─
け げん

今堀太逸著 佛教大学鷹陵文化叢書⑮
  最新刊 
権者の化現とは、仏・菩薩が衆生を
救うために、種々に姿を変えてこの
世の中に現れることをいう。本書
は天神・空也・法然を通して、日本
人の災害観と仏典との関わりや六
波羅蜜寺の信仰、浄土宗の布教につ
いて読み解く。
いまほり・たいつ…1950年大阪府
交野市生まれ．佛教大学文学部教
授．
葛四六判・312頁／定価2,415円 
 ISBN4-7842-1321-X

 関 陥貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫
 佐々木六角氏の系譜 系譜学の試み 
佐々木哲著 【２刷】
平安から戦国まで、佐々木六角氏の系譜をたどり、35人につい
て、その行状を明らかにする。佐々木六角氏の人物事典として
も有用。【内容】一品式部卿敦実親王／近江守信綱／江州宰
相義久／朝倉義景／弾正少弼定頼／中務大輔高盛 など35名
葛四六判・200頁／定価2,310円 ISBN4-7842-1290-6
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昭和
初期  一移民の手紙による生活史 

中野 卓・中野 進 編 ブラジルのヨッチャン
昭和３年（1928）１月にブラジルへ移民として出国した中野
義夫が日本へ送った書簡を中心に編纂。一通一通の手紙に
移民の生きた声が反映されており、昭和という時代の一側
面をとらえた貴重な資料。
葛A5判・294頁／定価2,940円 ISBN4-7842-1301-5

岩倉使節団における宗教問題 

山崎渾子著  最新刊 
神道皇国主義を宣言しキリスト教禁制のまま諸国歴訪に出
かけることになった岩倉使節団は、その後の明治政府の宗
教政策にどのような影響を与えたのか。『米欧回覧実記』
を中心とした使節団関係史料を読み込むことで検証する。
葛A5判・250頁／定価3,990円 ISBN4-7842-1316-3

増補・改訂 西村茂樹全集 〔全10巻〕
（社）日本弘道会編／古川哲史監修
葛A5判・平均750頁（年2回刊行）
第1巻（著作1） 定価17,850円 ISBN4-7842-1189-6

第2巻（著作2） 定価17,850円 -1212-4

第3巻（著作3） 定価19,425円 -1255-8

【最新刊】第4巻（著作4） 定価17,850円 -1317-1

吉田清成関係文書 〔全７冊〕
京都大学国史研究室編 京都大学史料叢書
政治家・官僚・知友からの書翰や書類などの膨大な文書群
を翻刻。幕末の留学生たちの動向に光をあて、明治初年の
政治・経済・外交に新たな事実を提供する。
【既刊】書翰篇（１）～（３）葛A5判・平均400頁（各）定価13,650円
 ISBN4-7842-0804-6/-0925-5/-1048-2

明治維新期の政治文化 

佐々木 克編
政治史、文化史、思想史、精神史を融合した“政治文化”
という視点から、明治維新期の諸問題にアプローチを試み
た一書（11篇収録）。
葛A5判・388頁／定価5,670円 ISBN4-7842-1262-0

貴族院と立憲政治 

内藤一成著
幸倶楽部が主導する貴族院の解明にとりくみ、それをもと
に内閣・政党との相互関係を明らかにすることで、近代日
本で展開された立憲政治の実像に迫る。
葛A5判・438頁／定価7,980円 ISBN4-7842-1278-7

鮫島尚信在欧外交書簡録 

鮫島文書研究会編
鮫島尚信が初代駐仏公使として在勤中に、英・独・仏その
他ヨーロッパ各国の外相ならびに政府要人や学界・産業界
の人々に宛てて出した公信442通（英仏）を原文と翻訳で
収録。明治初期におけるわが国現地外交の実態を知る上で
貴重な史料集｡
葛A5判・620頁／定価13,440円 ISBN4-7842-0962-X

近代日本と幕末外交文書編纂の研究 
田中正弘著
外交文書の編纂事情、編纂した外交文書集の内容構成、諸
本の性格、また徳川幕府外国方の編集構想から明治初期外
務省の編集組織の確立過程、太政官における幕末外交文書
編纂の開始事情とその後の推移など、広範な第一次史料を
駆使してその全容をはじめて具体的に考察。
葛A5判・480頁／定価10,290円 ISBN4-7842-0958-1

　「封建」・「郡県」再考　
張 翔・園田英弘 共編 東アジア社会体制論の深層
東アジアの社会体制（あるいは統治機構）を表す「封建」と「郡県」という伝統的大概念を多角的に検討
し、その論理的枠組や時代的要請による理論的発展の構造を解明しようとする試み。国際日本文化研究セ
ンターで行われた共同研究の成果13篇。

◆◇◆内容目次◆◇◆
総　  論─封建郡県論の背景と展望─（張翔・園田英弘）
 Ⅰ　封建・郡県概念の普遍化の試み 
歴史学的概念としての〈封建制〉と〈郡県制〉─｢封建｣｢郡県｣概念の普遍化の試み─（水林彪）
政治学からみた「封建」と「郡県」─概念の限定のために─（中田喜万）
「天下公共」と封建郡県論─東アジア思想の連鎖における伝統中国と近世日本─（張翔）
 Ⅱ　中国における封建・郡県論 
顧炎武「郡県論」の位置（林文孝）
中国における「封建・郡県論」と公共性─政治システムと法・道徳─（本郷隆盛）
清末中国社会と封建郡県論（杉山文彦）
封建制は復活すべきか─封建制の評価をめぐる清末知識人の議論─（佐藤慎一）
 Ⅲ　日本における封建・郡県論 
近世日本の封建・郡県論のふたつの論点─日本歴史と世界地理の認識─（前田勉）
「民の父母」小考─仁斎・徂徠論のために─（田尻祐一郎）
近世日本の公儀領主制と封建・郡県制論（中山富弘）
森有礼の「封建」・「郡県」論─制度論的思考の展開─（園田英弘）
近代日本における「封建」・「自治」・「公共心」のイデオロギー的統合─覚書（松田宏一郎）
清末の立憲改革と大隈重信の「封建」論─他国の政治改革をめぐる自国史認識─（曽田三郎）
葛A5判・412頁／定価6,825円 ISBN4-7842-1310-4
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　東京大学史料編纂所は、前近代日本史研究の基礎となる『大日本史料』などの
史料集を編纂する機関です。その歴史は江戸時代にまで溯り、寛政５年（1793）、
国学者塙保己一（群書類従などを編集した碩学）が、幕府の援助をうけて和学講談所
を開設したのが始まりです。その後幕末・維新の動乱期を経て明治政府が成立し
ますが、明治政府の修史事業はこの事業を引き継ぐ形で始められ、明治２年
（1869）３月、和学講談所跡に史料編輯国史校正局が開設されました。史料編輯国
史校正局は、明治２年10月大学校の中に移設され国史編輯局となりましたが、同
年末に閉鎖されます。明治５年10月、改めて太政官正院に歴史課、地誌課が設け
られ、ついで修史局、修史館となり、内閣制度の成立とともに臨時修史局となり
ました。
　明治21年（1888）10月、帝国大学に国史科を創設するに際し、修史事業は帝国
大学に移管されますが、当初は臨時編年史編纂掛と呼ばれ、その後内務省地理局
から地誌編纂事業を合併して史誌編纂掛と改称されました。明治26年（1893）、編
年史の形の編纂事業は停止され、代わって、蒐集した史料自体を編纂刊行するこ
とになり、明治28年4月、帝国大学文科大学に史料編纂掛が設置されました。最
初の成果である『大日本史料　第六編』『大日本古文書　編年文書』が発刊された
のは、明治34年（1901）です。明治38年4月には史料編纂官の官制も整い、大正
13年（1924）には事業の重要性が認められて職員の増員が行われました。現在の
史料編纂所という名称になったのは昭和4年（1929）7月のことでした。この間、
明治39年には外務省から『幕末外国関係文書』編纂の事業を、昭和24年には文部
省から維新史料編纂の事業を引き継ぎました。昭和25年（1950）4月、史料編纂所
は東京大学文学部から独立し、東京大学附置研究所に改組されました。刊行する
史料集も増加し、昭和27年（1952）には『大日本古記録』が、翌28年には『大日
本近世史料』の出版が開始され、現在にいたっています。
　以上のように、史料編纂所は史料集の編纂を本務とする訳ですが、そのための
史料採訪事業も並行して行われました。と言っても、原本史料ではなく、複本史
料の集積という形です。戦前（明治18年～）は、史料を墨で写した謄写・影写とい
う方式で、戦後になると35㎜マイクロカメラによる撮影によって、現在に至るま
で複本作成が行われています。
　一方で、篤志家からの原本史料の寄贈や寄託（現在も受け付けております）、また
購入によっても史料の収集が計られています。今回紹介する「小早川隆景・吉川

元長上坂記」も、購入史料の中の一つです。
　天正13年（1585）12月、豊臣氏と毛利氏の正式和睦の証として（和睦自体は同12年６月に成立）、
小早川隆景・吉川元長が大坂を訪れました。その時の様子を記録したものが「小早川隆景・吉川
元長上坂記」です。
　この史料はもとは、早稲田大学図書館長などを務めた市島春城（謙吉）の所蔵で、昭和34年
（1959）古書店を経て本所が購入しました。現在は巻子装ですが、1932年本所作成の影写本『市島
謙吉氏所蔵文書』によれば、帖装であったと思われます。史料の内容を見てみますと、12月21
日、隆景・元長が大坂城に出頭する場面から始まっており、大坂城内、秀吉の饗応の様子などが
詳細に描かれています。そして会見後、12月25日に大坂を出発し、翌14年正月１日、備中（現岡
山県）笠岡に到着したところで擱筆されています。今回紹介しますのは、有名な「金の茶室」が
描写されている部分です。
御座敷過、金ノ御座敷御見物、畳 しやう　　ひ  

鈎 柿

、柑地金鑭縁、中ハ錦、裏ハ
（猩　　　々　　　緋）

 もうせむ 、茶湯
（毛　　　氈）

道具不及申 ふくさ 物まて金
（袱　　紗）

 らむ 、是ハ当帝様御運上、車縁下ニ有リ、
（襴）
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と見え、茶室全てが金作りであったことが記されていますが、中でも興味深いのが「車縁の下に
あり」とある様に、茶室自体が移動式であったことがこの史料から初めて判明する点です（ちな
みに、先日、大阪城天守閣に伺った際、復元の黄金茶室を拝見しましたところ、しっかりと車輪がついており

ました）。
　なお全文の翻刻および、関係史料は『大日本史料　第十一編之二十四』（東京大学出版会）81ペー
ジ以下に収載されています。ご興味のお有りの方は御覧下さい。
　また、収集した複本は、閲覧が可能です。詳しくは東京大学史料編纂所図書室までお問い合わ
せ下さい。
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東京大学史料編纂所　図書室／東京大学史料編纂所　3階
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1

電話 03-5841-5962（図書運用係）/FAX 03-5841-8425
http:/ /www.hi.u-tokyo.ac.jp/tosho/tosho.html

〈図書室利用時間〉　閲 覧 時 間：9：15～17：00
　　　　　　　　　閲覧手続受付：9：15～16：45（11：50～13：00を除く）
〈閉室日〉　土・日・祝休日　蔵書点検期間　夏季期間　月末整理日　年末年始
　　　　　その他、臨時に閉室することがあります

─M E M O─

↑
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 十九世紀日本の園芸文化 
平野 恵 著 江戸と東京、植木屋の周辺
近世後期から明治前期、19世紀における園芸文化史を江
戸・東京を中心に叙述。旧来の園芸史では言及されな
かった本草学・見世物研究分野を視野に入れ、また大田
南畝らが主導した化政期以降の狂歌界との関連を指摘す
るなど文芸分野との統合をはかり、「園芸文化」という新
しい領域を開拓する意欲作。図版70余点。
葛A5判・550頁／定価6,825円 ISBN4-7842-1292-2

 病いの克服　日本痘瘡史 
川村純一著
古代より人類を苦しめてきた痘瘡（天然痘）は、1796年
ジェンナーの牛痘種痘法を経て、1980年WHOによりその
根絶が宣言された。膨大な資料からその歴史を描き出す。
【内容】痘瘡の呼称の変遷／痘瘡の起源と伝来／痘瘡の流
行／痘瘡の犠牲者／痘瘡にかかわる民俗／痘瘡の根絶／
人類は再び痘瘡に襲われることはないか　など
葛A5判・400頁／定価4,935円 ISBN4-7842-1002-4

 

 眼科医家人名辞書  【10月刊】
奥沢康正・園田真也 共編
※地方の郷土史・地方医史をはじめ、人名辞典・人物誌
などから江戸・明治の眼科を生業とした医師たち483名
を収録し、プロフィールを略述。
※眼科を専業とした医師に限らず、内科・外科を専業と
しながらもプライマリーケアを実践し、眼疾患の患者
を診た人々も収録。
※主要流派（32件）については、その流派の説明を本文中
に挿入、医系図・家系図も多く掲載。
※付録として、馬島流を中心とした眼医師の流派につい
ての解説、江戸時代眼科流派一覧表を付す。

そのだ・しんや…1967年鹿児島生.現在，園田病院副院長．
葛A5判・304頁／定価4,200円 ISBN4-7842-1327-9

 京の民間医療信仰 
奥沢康正著 安産から長寿まで
京都の眼科医が市内の寺社の民間医療信仰を紹介した異
色の京都案内。170の寺社の御利益やその歴史的背景を、
地図や写真も交えながら紹介し、現代における信仰の有
様などを考察する。
葛A5判・340頁／定価2,940円 ISBN4-7842-0642-6

  毒きのこ今昔 
 ──中毒症例を中心にして── 
奥沢康正・久世幸吾・奥沢淳治 共編著

松下裕恵 挿画
きのこを愛してやまない眼科医の著者が、永年にわたっ
て渉猟してきた書物から毒きのこに関する記述、中毒症
例をまとめ、きのこ中毒に関する情報・治療法などを紹
介。イラスト230点余。

◆◇◆内容目次◆◇◆
毒きのこの前史／きのこの古名・方言から毒きのこを知る
／明治期の毒きのこ情報／きのこ中毒の疫学調査から／
毒きのこの見分け方の嘘／毒きのこ中毒症例集／毒き
のこ各論／きのこの調理法と毒性
／きのこ中毒の治療／日本・諸外
国のきのこ中毒防止対策／毒きの
こと互いに似ているきのこ図鑑／
毒きのこ番付／きのこを薬と副食
にしたかかわりの歴史／毒きのこ
の医学的利用
おくざわ・やすまさ…1940年天保年間から続く京都の医
家に生まれる．現在，日本医史学会理事，京都医学史研
究会副会長．
葛B5判・380頁／定価4,935円 ISBN4-7842-1215-9

為朝と鬼（痘鬼）の力競べの絵馬

 川村　純一著　文学に見る痘瘡 　1１月刊 
古来から、人々は痘瘡（天然痘）と戦い、多くの犠牲を払ってきた。また一方では、痘瘡神が祀られ、多
くの民俗行事が発達するなど、痘瘡と馴れ親しんできたともいえる。平安朝から昭和まで、主に江戸時代
を中心に46の文学作品を通じて、当時の民衆の痘瘡に対する疾病概念および医療事情を浮き彫りにする。

◆◇◆内容目次◆◇◆
　Ⅰ 痘瘡とは
　Ⅱ 痘瘡の起源　
　Ⅲ 文学作品
　　 （平安時代）栄花物語／中右記　（鎌倉時代）明月記／花園院宸記
　　 （室町時代）多聞院日記
　　 （江戸時代）折たく柴の記／近松世話浄瑠璃／椿説弓張月／浮世風呂／
　　　　　　　 甲子夜話／馬琴日記／徳川実紀／おらが春 など35作品
　　 （明治時代）拾島状況録／我輩は猫である／遠野物語
　　 （大正時代）安井夫人　　　　　（昭和時代）洗心録／日本医薬随筆集成
かわむら・じゅんいち…1926年生.眼科専門医．医学博士．30数年間にわたる
「郷土医学史」特に「治療信仰」の研究で、1995年日本医師会最高優功賞受賞．
2004年『千葉県伝染病史』の著作に対し千葉県医師会医学会学術奨励賞を受賞．
葛A5判・290頁／定価5,250円 ISBN4-7842-1323-6

為朝と鬼（痘鬼）の力競べの絵馬
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 私の中の20世紀の 
 外国映画  清田嘉宣著
著者独自の人生経験、価値観や社会観で珠玉の外国作品
85点を永年の熱烈な映画ファンが熱い思いで語る。
きよた・よしのぶ…1920年大分県生まれ．広島高等師範学校卒
業．中学・高校・国立専門学校で教鞭をとる．
葛A5判・230頁／定価1,995円 ISBN4-7842-1314-7

  太宰文学の女性像 
青木京子著

太宰治は単なる自己破滅型の私小説作家ではなく、「昭
和」という新時代を反映している。その女性像・素材に
ついて検討し、太宰文学の文学性を明らかにする。
あおき・きょうこ…1950年大阪府生まれ．佛教大学大学院博士
課程文学研究科国文学専攻修了・博士（文学）．佛教大学非常勤
講師．
葛A5判・336頁／定価2,940円 ISBN4-7842-1308-2

　書評・紹介一覧　6～8月掲載分 ※（評）…書評 （紹）…紹介 （記）…記事 〔敬称略〕　
正倉院文書の国語学的研究隔蓂記 全7巻
　（紹）日本語の研究（日本語学会）第2巻3号　（紹）中外日報26916号
近世地域教育史の研究私の中の20世紀の外国映画
　（評）地方史研究322号（石山秀和）　（記）大分合同新聞8/12朝刊（著者インタビュー）
茶の湯 連翹抄　（記）大分合同新聞8/18朝刊
　（評）茶の湯（茶の湯同好会）389号（田中仙翁）本能寺史料 中世篇
日本古代商業史の研究　（紹）中外日報26905号
　（紹）史学雑誌第115編8号（吉松大志）近世儒者の思想挑戦
続･鍼の道─一内科医の熟年　（紹）京都新聞7/2朝刊読書面（｢京滋の出版｣欄）
　（評）日本医史学雑誌第52巻第2号（末中哲夫）上賀茂のもり･やしろ･まつり
『親信卿記』の研究　（紹）中外日報26897号
　（評）史学雑誌第115編7号（磐下徹）中世京都の都市と宗教
棟札の研究　（紹）京都新聞7/9読書面（｢出版社メール｣欄）
　（評）日本歴史698号（遠藤廣昭）三藐院 近衛信尹
周縁文化と身分制　（紹）朝日新聞6/11朝刊読書面
　（評）史学雑誌第115編7号（竹ノ内雅人）　（紹）目の眼９月号
中国文人画家の近代昭和初期─一移民の手紙による生活史
　（評）東方（東方書店）304（楊暁文）　（記）京都新聞6/11夕刊（著者中野進氏インタビュー）
漂流記録と漂流体験　（紹）移住家族第431号（海外日系人協会）
　（評）日本歴史698号（春名徹）ヴィクトリア朝英国と東アジア
中世寺領荘園と動乱期の社会　（評）読売ウイークリー2006.8.20-27号（通巻3037号）
　（紹）日本史研究528号（大河内勇介）　　　（小野寺健｢この本にさぷらいず｣欄）
絵葉書で辿る日本近代医学史中国近世における国家と禅宗
　（評）日本歴史697号（瀧澤利行）　（評）中外日報26892号（野口善敬）  
牧野標本館所蔵のシーボルトコレクション民芸運動と地域文化─民陶産地の文化地理学
　（紹）madame FIGARO japon 321号 読書面　（紹）民藝8月号

6月から8月にかけて刊行した継続図書
発行月定価OPLNPLTRCISBN4-7842巻タイトル巻数配本

回数シリーズ名

65,775068346260753511060320681302-3 C1321寛弘４年第2期第4巻4御 堂 関 白 記 全 註 釈
615,750068814370754058060346001305-8 C3321別巻 中世篇66本 能 寺 史 料
817,850070860770757345060463281317-1 C3312著作444増補･改訂 西村茂樹全集

6月から8月にかけて刊行した図書
発行月定価OPLNPLTRCISBN4-7842著者名図　書　名
62,940068814450753780060346151300-7 C1024大山喬平監修上賀茂のもり・やしろ･まつり
62,100068516200753946060333511309-0 C1091白井嵯千 想  音 

そう おん

66,825068975240754462060358511310-4 C3020張翔･園田英弘共編「 封 建 」･「 郡 県 」再 考
72,940069447300755022060389481308-2 C1095青木京子太 宰 文 学 の 女 性 像
73,990069608010755387060401551313-9 C3024岩井茂樹茶 道 と 恋 の 関 係 史
773,5000303006107556661311-2 C3321赤松俊秀校訂『 隔 蓂 記 』 全 7 巻

（ 本 篇 6巻 ･総 索 引 1巻 ）
714,700031063900755667060413501312-0 C3000『隔蓂記』研究会編『 隔 蓂 記 』 総 索 引
74,200069897920755650060413091315-5 C3024三村森軒著・小笠原亮編朝 顔 明 鑑 鈔
71,995069898910755649060413041314-7 C1074清田嘉宣私 の 中 の 20世 紀 の 外 国 映 画
86,090070430780756644060437301294-9 C3013尾鍋智子絶 対 透 明 の 探 求

（表示価格は税5％込）

葛てぃーたいむ余録滑　谷先生は毎日ご家族にお茶を
点てられているとのこと。今回のお話で「継続は力なり」
という言葉とおだやかなお人柄が身にしみました。（た）

葛表紙図版滑　日蔵上人、鉄窟地獄の延喜帝を訪れる
（『北野天神縁起』巻第5／守口市佐太天神宮所蔵／写
真提供：守口市教育委員会） （『権者の化現』より）


